
新型コロナウイルスの影響が続く今、働き方や社会の常識が大きく変わろうとしており、
新たなビジネス戦略を考える上ではそれらの価値を再定義する必要があります。2025年
に万博開催が迫る大阪において2020年秋に行われる『計測展2020 OSAKA』は、メ
ーカー、ベンダー、ユーザーを問わず、ものづくり現場のプロフェッショナルが一堂に集結。
未来のサステナブル社会を切り拓くため、SDGsを核に据え、産業のマザーツールである
計測と制御の技術が新たなものづくり革命に果たす役割と将来展望を広く発信します。
現場が抱える課題や関心事を的確に捉えた6つのテーマを軸に、オンライン手法なども取
り入れながら展示とセミナーを開催。持続可能な社会に向けて、貴社のビジネスを次のス
テージへと進化させる最新ソリューションをご体験ください。

現場の課題解決から未来のサステナブルな社会を
見据えた最新情報がわかる3日間＋会期後2か月

計測展2020 OSAKAの見どころ紹介 
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計測展OSAKA初出展企
業によるプレゼンや官学
の有識者によるピッチトー
クなど計測と制御に関す
る最新情報を発信するス
テーションです。

計測展2020 OSAKAは、「計測展オンライン・
プラス」を開始します。リアル開催＋オンライン
によるハイブリッド型展示会として、会期後も
約2か月にわたり情報発信を行います。リアル
の肌触りとオンラインの利便性の融合で、広く
深い情報収集の機会を皆様に提供いたします。

国内外の理系の学生を業界研究プログラムの一環として
展示会見学ツアーを開催します。産業のマザーツールで
ある「計測と制御」に関する最新技術や将来性について
知ることができる絶好の機会です。出展各社の専門家が
皆様のブース訪問をお持ちしています（日英対応・事前
登録制）。

提供サービス（予定）
「計測展で聞き逃したセミナーを聞きたい」
 ⇒オンデマンドセミナー

「計測展は行けないが、新製品や技術情報を得たい」
 ⇒デモ動画視聴

「製品購入や計画がある。効率的に比較検討したい」
 ⇒資料ダウンロード

「気になる技術を見つけた。具体的な話がしたい」
 ⇒商談申込フォーム

●事前登録ご協力のお願い～安心してご参加いただくために～

●会期終了後公開「オンデマンドセミナー」視聴開始のお知らせメールをいち早くお届け

皆様の来場時間帯をお尋ねする事前登録にご協力をお願いいたします。計測展2020 OSAKAの公式サイトからご登録いただくことにより、入場料が無料になるだけでなく、
混雑緩和とスムーズなご入場が可能です。また、ご入場にあたり、受付では大阪府が運営するコロナ追跡システムへのご登録もお願いしております。

事前登録していただいた皆様には、会期後にオンデマンドセミナー（一部を除く）の視聴開始をメールでお知らせいたします。

計測展の伝統と特徴である、産官学が一体化した関西・大阪の魅力をさらに際立たせ
て進化させます。特に、公的機関の出展は過去最大規模に。経済活動の再開に向け、
次フェーズへと突き進む産業界への期待と政策について各局長による基調講演や特
別講演のほか、自動車技術会関西支部による特別協賛シンポジウム、さらに、科学技
術振興機構（JST）、大阪大学、ロボット関連団体、ものづくりに特化したスタートア
ップ企業などとの初コラボレーション。多彩な展示とカンファレンスにご期待ください。

会期（予定）

10月21日（水）～翌1月16日（土）
※ サービス内容を変更する場合があります。最新の情報は公式ウェブサイトでご確認ください。

※最新情報は公式ウェブサイトをご確認ください。https://jemima.osaka/

自動車技術会関西支部
科学技術振興機構
大阪大学産業科学研究所

関西万国博覧会協会

FA・ロボットシステム
インテグレータ協会
i-RooBO Network Forum

関西ものづくり
IoT推進連絡会議

近畿経済産業局
近畿総合通信局

特別講演 事前登録制・無料

10月21日（水） 12:30～16:30

1003会議室

自動車技術会 関西支部 支部長
三菱自動車工業 京都製作所 所長 
神徳 浩久 氏

三菱自動車工業
EV・パワートレイン技術開発本部 
EV・パワートレイン先行開発部
マネージャー 山下 寛康 氏

同志社大学 理工学部 機械理工学科 教授
工学博士 千田 二郎 氏
三菱電機 スマートエネルギー製造部
専任 園江 洋 氏
三菱自動車工業
EV・パワートレイン技術開発本部 
EV・パワートレイン先行開発部
マネージャー 山下 寛康 氏

新たに求められる電動車の役割
～三菱自動車の取り組み～

岡山大学
大学院自然科学研究科
研究教授 河原 伸幸 氏

下記について概要解説を行ないます。
1．環境／エネルギー問題の現状と今後
2．ホロニック・エネルギー・パスから見た都市交通（トラ

ンスポーテーション）・都市内エネルギーのマッピング
3．低炭素/サステイナブル社会の実証事例紹介
4．LCAから見たこれからの自動車用パワートレイン

同志社大学
理工学部 機械理工学科 教授
工学博士 千田 二郎 氏

三菱電機
スマートエネルギー製造部
専任 園江 洋 氏

これからのサステイナブル社会と
パワートレイン/トランスポーテーションのあり方

地球温暖化により、再生可能エネルギーやxEVの普及
は求められていますが、その普及により電力の需給調
整などの課題も懸念されています。5GやAIが進化する
と想定されるスマートシティでは、V2XとxEVが仮想
巨大蓄電システムとなり、重要なソリューションを担う
ことを紹介いたします。

スマートシティにおける
xEVとV2Xの可能性

自動車に求められる新たな価値
都市への人口集中、高齢化などの課題解決に向けて、スマートシティに関するプロジェ
クトが注目を集めています。ICTの進化により社会インフラは以前よりも緊密に連携し、
電動化に伴い自動車の役割も変わってきつつあります。スマートシティでの自動車の役
割はどう変わるのか？本交流会で語り合いたいと考えています。

中国では計測機器やセンサーをIoTで結んでデータをBig Data化し、AI
として活用する世界が急速に進んでいます。今回JEMIMAのMOU団体
である計測メーカーや研究機関など1,000以上の団体から成るCIMA

（中国儀器儀表行業協会）会員から、この分野で業界を代表する企業に
よる講演会を実施します。　　　　　　　　　　　　　　　※通訳あり

第四次産業革命の潮流を受け製造業においてデジタル化が加速してい
ます。産業のマザーツールである「計測と制御」は製造現場の様々なデ
ータを有し、これらのデータを利活用した製造現場のデジタライゼーシ
ョンに直結します。本パネルディスカッションでは製造業の将来展望を
議論します。

計測展OSAKAにおける大阪大学産業科学研究所（阪大産研）－JEMIMA（一般社団法人日本電気計測器工業会）による初の共同実施イベント
として、「Industry-on-Campus ～大阪大学産業科学研究所から発信する新産業創成」と題したテーマセッションを開催いたします。設立以来、
80年以上新産業創成に取り組んできた阪大産研による、広範な科学研究分野へのAI実装を核とした新たな挑戦をご紹介させていただきます。

世界的に強化されてきている環境政策への対応として、
自動車の電動化は必要不可欠な技術になっています。
本講演では電動車（PHEV）によるCO2排出量削減の
貢献に加えて、新たに求められる電動車の役割につい
て、三菱自動車の取り組みを紹介します。

製造現場のデジタライゼーションを
加速する計測と制御の将来展望

10月22日（木） 11:00～13:30
1009会議室

10月22日（木） 12:00～13:30

漢偉科技集団股份 常務副総裁
李 志剛 氏
河北先河環保科技股份 先進技術研究中心主任
崔 厚欣 氏

1003会議室

情報通信研究機構（NICT）におけるサイバーセキュリティ研究の紹
介とそれを基にしたサイバーセキュリティ人材の育成事業について最
新事例を交えながらご紹介をします。

サイバーセキュリティの最前線と
人材育成ニーズ

中国の計測機器の
IoT/Big DataとAIの発展について

10月22日（木） 14:30～15:30

1009会議室

事前登録制・無料テーマセッション

総務省 情報通信政策研究所 調査研究部長 尾川 豊 氏

i-RooBO Network Forum
会長
坂本 俊雄 氏

HCI 代表取締役社長
日本ロボット工業会
FA・ロボットシステムインテグレータ協会
広報分科会 主査　
奥山 剛旭 氏

ロボットシステムの導入促進と
ロボットSIer協会の活動について

ロボット導入を支えるロボットSIerの取り組みとロボット導入支援 10月21日（水） 13:00～16:30 1009会議室

10月22日（木） 16:00～17:00

1009会議室

10月23日（金）
12:00～14:00

1003会議室

10月23日（金） 
13:00～16:30

1009会議室

講演1では、日本におけるロボット施策と関西における導入支援についての取り組みを紹介し、講演2・3では、ロボット導入を支えるロボットSIerの視点からロボット導
入を進めるための連携や人材育成の取り組みなどを紹介します。

AI時代における新しい社会システムとデータ政策
AIの社会実装が世界的に進展する中、AIが持つ様々な可能性と課題・懸念を整理共有し、あるべき社会像を描くことが重
要です。OECD等を通じて精力的に進められてきた、AI倫理・ガバナンスの議論を紹介するとともに、AIがポテンシャル
を発揮するために必要となる「新たな資産」としてのデータについて検証します。

大阪大学産業科学研究所 教授・産業科学AIセンター長 櫻井 保志 氏

Industry-on-Campus ～大阪大学産業科学研究所から発信する新産業創成

我が国のロボット政策の動向及び関西地域におけるロボット導入支援
事業について説明します。

昨今の深刻な人手不足や感染症拡大による人同士の接触機会の低減な
どから、自動化・ロボット導入の要請は益々増大しています。一方でロ
ボットSIerはまだまだ不足しており、また高度なSI技術が求められる
ようになってきています。本講演では、関西におけるSIer連携や人材
育成についての取り組みを紹介します。

ロボットSIer企業であるHCIの経験則によるロボットシステム導入促
進と、2018年7月に発足したロボットSIer協会の活動を2020年の注
力事業を中心に紹介します。

SDGｓ for Africa　アフリカをサポートすることが、日本を救う。
25歳以下の人口68％！それはものすごいパワーの持ち主そしてレアメタルなど豊富な資源！無限の可能性を秘めた大地それがアフリカ。
アフリカの文化や魅力そして課題と可能性についてパネルディスカッション形式でお伝えします。持続可能な社会を実現するために、そして未来のビジネスに繋がる絶好の機会をお見逃しなく。

講演概要調整中  

神戸情報大学院大学 教授
NSENDA LUKUMWENA 氏
            （コンゴ民主共和国 出身）

FATIH, Ymran 氏 
        （モロッコ出身）

神戸市市役所
新産業立地課アフリカ神戸担当
Edris Hasen keder 氏
            （エチオピア出身）

神戸情報大学院大学
プロフェッショナルコース 1年
MOHAMED HESHAM FAWZY ABDELSHAFY 氏
                                       （エジプト出身）

10月23日（金） 
14:30～16:30

1003会議室

SDGs トークセッション

阪大産研（大阪大学産業科学研究所）では、広範な科学分野へのAI手法実装を目指して2019年度から産
業科学AIセンターを立ち上げ、情報系以外への幅広いAI技術実装と産学連携を展開しています。本講演
では、計測分野に焦点を置きながら、その活動内容と今後の展望をご紹介させていただきます。

アズビル
サステイナビリティ推進本部
本部長
佐々木 徹 氏

科学技術振興機構
経営企画部 
持続可能な社会推進室 主査
平川 祥子 氏

2025年日本国際博覧会協会
広報戦略局 戦略事業部 
戦略事業課 係長
高橋 裕佳 氏

政策研究大学院大学
教授
有本 建男 氏

基調講演 事前登録制・無料

経済産業省 近畿経済産業局　
局長 米村 猛 氏

10月21日（水） 11:00～12:00

関西経済の未来に向けて
～第四次産業革命とウィズコロナ時代の中で～

1003会議室

計測・制御を利用するユーザー（予定）
IEC/TC65国内委員会（予定）
産業計測機器・システム委員会（予定）
IoTイノベーション推進委員会（予定）

（ユーザー業界に知見のある）
大学の先生（予定）

リモート社会やフィジカル・ディスタンスなど、「新しい生活様式」
への対応が求められるなか、IoT、AI、ロボットなど第四次産業革
命を支える技術がますます重要になっています。ウィズコロナ時
代における、社会課題解決に向けた新たなイノベーションを創出
するための関西の取り組みについて紹介します。

総務省 近畿総合通信局
局長 髙野 潔 氏

10月22日（木）10:30～11:30

5G元年～新たな日常、
Society5.0とICT（仮）

1003会議室

新型コロナウイルス感染防止対策として、テレワークをはじめネ
ットワークの活用が急速に進展しました。その一方で、これまで
のICTへの取り組みの課題も顕在化しています。Society5.0の世
界へ飛躍するために今取り組むべきこと、その中で今年から始ま
った5G、ローカル5Gが果たすべき役割などについて講演します。

2025年日本国際博覧会協会
理事・副事務総長 森 清 氏

10月23日（金）10:30～11:30

2025年大阪・関西万博の
成功とSDGs

1003会議室

2025年大阪・関西万博は、一人ひとりの「いのち」が輝く未来社
会の姿を、SDGs達成＋beyondに向けた取組など様々な取り組み
をみなさんとともに考え、共創し、次の時代につなげていく「未来
社会の実験場」となります。本セミナーでは、万博の概要のほか、
当協会の取り組み・準備状況についてご紹介します。

情報通信研究機構 
ナショナルサイバートレーニングセンター 
主任研究技術員　
金濱 信裕 氏

経済産業省 近畿経済産業局
地域経済部次世代産業・情報政策課
植田 将斗 氏

ロボット政策の動向及び関西地域の
ロボット導入支援事業について

阪大産研の分野横断型AI研究：計測分野における
AI活用と産学連携を中心に 大阪大学産業科学研究所 教授 谷口 正輝 氏

大阪大学産業科学研究所　谷口研究室と鷲尾研究室は、シリコン基板に作製した直径数百nm以下の貫通孔
（ナノポア）を用いて1個単位で細菌やウイルスを検出・識別する方法と人工知能を用いた解析技術の組み
合わせによる新しい検出技術を共同開発しました。本講演ではその研究内容をご紹介させていただきます。

谷口研究室と鷲尾研究室の共同研究シーズ紹介

関西地域におけるロボットSIerの
連携と人材育成について

大阪大学産業科学研究所 特任教授・
フレキシブル3D実装協働研究所 所長 菅沼 克昭 氏

本講演では、大阪大学産業科学研究所において2020年1月に設立されたオープンイノベーション研究開発
プラットフォームである「フレキシブル3D実装協働研究所」の活動についてご紹介をさせていただきます。

フレキシブル3D実装協働研究所によるオープンイノベーション
大阪大学産業科学研究所 教授 関谷 毅 氏

大阪大学産業科学研究所　関谷研究室では「有機材料の柔らかさを活かしたフレキシブル・ストレッチャブ
ルエレクトロニクス」と「低コストの微小信号計測」技術を基盤として、シート型センサシステム・IoT・AI
の連携で豊かな社会を創ることを目指しています。本講演ではその研究内容をご紹介させていただきます。

阪大産研 関谷研究室の研究シーズ紹介

大阪大学産業科学研究所 産業科学AIセンター 特任助教 浅井 歩 氏

我々が開発したトンネルシーケンサーはトンネル電流により分子を1分子レベルで検出可能ですが、高感度ゆ
えにシグナルを識別することが困難でした。本研究ではトンネルシーケンサーのシグナル解析に機械学習を導
入することで、シグナルの識別精度を向上させ、RNA修飾の直接的計測によるがん診断への応用を試みました。

RNAメチル化計測によるがん診断
大阪大学産業科学研究所 助教
マシュー・ジェームズ・ホーランド 氏

機械学習の主流の手法（学習アルゴリズム）は、「計算効率を重視する」か「理論的な性能保証を重視する」
かで、大きく二極化しており、AIの挙動の理想と現実の乖離が大きいです。本講演では、計算効率を諦め
ることなく、高い統計的な頑健性を有する新しい学習アルゴリズムとその実用版の新規開発を紹介します。

機械学習の真のロバスト化：性能保証と計算効率の両立

大阪大学産業科学研究所 助教 近藤 健 氏

大阪大学産業科学研究所　笹井研究室と鷲尾研究室は共同で、有機化学反応の開発における反応条件検討
に対して機械学習によるマルチパラメータスクリーニングを活用することで、効率的に最適反応条件を見
出すことに成功しました。

機械学習を活用する反応条件検討の効率化
大阪大学産業科学研究所 助教 立松 健司 氏

香料開発において匂いの官能試験は重要ですが、客観性が低く第3者との情報共有が困難でした。一方、既
存の匂いセンサーはヒトの官能と連携する情報は得られません。発表者らはヒト嗅覚受容体全て（約400
種類）を用いた嗅覚受容体センサーを作製し、ヒトの感じる匂い全てをデジタル化することに成功しました。

ヒト嗅覚受容体発現細胞アレイによる網羅的匂い分析法の開発と応用

未
来
と
、
継
ぐ
。

つ  

な

https://jemima.osaka/

後援：近畿経済産業局、近畿総合通信局、大阪府、大阪市、大阪商工会議所　協賛:一般財団法人 大阪科
学技術センター、一般社団法人 KEC関西電子工業振興センター、国立研究開発法人 産業技術総合研究
所、独立行政法人 製品評価技術基盤機構、公益社団法人 計測自動制御学会、公益社団法人 自動車技術
会関西支部、システム制御情報学会、一般社団法人 電子情報技術産業協会、一般社団法人 電子情報通
信学会、日本電気計器検定所、一般社団法人 日本電機工業会、一般社団法人 日本電気制御機器工業会、
一般社団法人 日本電設工業協会、一般社団法人 電気学会、一般社団法人 日本機械学会（順不同）

（中之島・大阪国際会議場）グランキューブ大阪
※事前登録者、招待券持参者および学生（登録の際、学生証提示）は無料10:00-17:00

（金）（水）10月21日   ～23日

計測展は、ハイブリッドへ。
リアル開催＋オンライン

Online+plus
オンライン・プラス

ものづくり現場のプロフェッショナル
×

未来のサステナブル社会

Online+plus
オンライン・プラス

計測展は、ハイブリッドへ。
リアル開催＋オンライン



基調講演・特別講演・テーマセッション・スポンサードセッション・出展者セミナー・JEMIMA委員会セミナー 事前登録制・無料

展示会無料ご招待券

ふりがな

すべての項目をご記入ください(名刺貼付可)。 下記アンケートにお答えください(該当欄に　印)。

お名前

ふりがな

貴社名

所属・役職名

住所 〒

T E L ： （        ）
F A X：
E-mail ：

（        ）

OSAKA計測展
従業員規模

事前登録制・無料スポンサードセッション

近年製造業でのIoTの導入が進んでいます。一方第三次AI
ブームのコア技術であるディープラーニングによって画
像認識技術が大きく進化し、IoTシステムにAIによる「眼」
を持たせることが可能になっています。スマートファク
トリーをリアルタイムで制御するためには、このAIによ
る「眼」をIoT側、つまりエッジに実装する事が重要です。
本講演ではHuaweiが実現するエッジAIを活用したシス
テム事例及び最新のAIソリューションを紹介します。

スマート工場における予知保全の実現にはシステムへの実
装と運用までを視野に入れた開発が求められます。他方、
IoTの推進に伴うITとOTの融合には技術者の専門性と労力
が必要とされ、効率的な開発環境が不可欠です。本講演で
はMATLABを使用した異常検知や故障予測からシステム
実装までにおける予知保全の手法と適用例を紹介します。

ニューノーマル時代に対応すべく、製造業では、人の“い
のち”を守り、生産も確保し、プラス成長を目指すこと
に大変な努力をされていることと思います。最新のデジ
タルテクノロジーを活用して、その課題を解決するソリ
ューションをご紹介いたします。
※本講演は、ご招待制の企画のため、ご希望者は担当営業にお声がけ

ください。

Huaweiの Edge-AI+IoT ソリューション

華為技術日本
（ファーウェイジャパン）
Cloud & AI事業本部 CTO
秋元 一泰 氏

 

10月22日（木）
13:50～14:50

1003会議室
加速するDigital Twin、
システム実装を視野に入れた
予知保全

MathWorks Japan
アプリケーションエンジニアリング部
シニアアプリケーションエンジニア
王 暁星 氏

10月22日（木）
15:00～16:00

1003会議室

YOKOGAWAの業種エキスパートが語る
「ニューノーマル時代への対応は万全ですか？」

横河ソリューションサービス
インダストリー統括本部 インダストリーソリューションセンター2部
山下 俊也 氏
インダストリー統括本部 インダストリーソリューションセンター4部
神崎 淳二 氏

10月23日（金）
11:00～12:00
1009会議室

【一般出展者】
■　アコー
■☆アズビル
■　アド・サイエンス
■　アルファ・エレクトロニクス
■☆アンドール
■　アンリツ
■　安立計器
■　ABB
■　SMFLレンタル
■　エネゲート
■　エムティティ
■　オーバル
■　岡崎製作所
■　小野測器
■　QMAIL
■　京西テクノス
■　京都EIC
■　京都電子工業
■　グローセル
■　クローネ
■　コムクラフト
■　コムビック
■　GMIジャパン

出 展 者 一 覧 （2020年7月31日現在）

■：展示　☆：セミナー　■☆：展示・セミナー

■　JFEアドバンテック
■　島津システムソリューションズ
■　新コスモス電機
■　田中電気研究所
■☆チノー
■　東亜ディーケーケー
■　東光計器
■　西日本流体技研
■　ニシム電子工業
■　日本スターテクノ
■　ハカルプラス
■　日置電機
■☆華為技術日本
■　富士電機
■☆堀場製作所
■　堀場アドバンスドテクノ
■　堀場エステック
■　堀場テクノサービス
　☆MathWorks Japan
■　ミッシェルジャパン
■　三菱重工マシナリーテクノロジー
■　山里産業
■　横河電機
■☆横河ソリューションサービス

■　横河計測
■　ラプラス・システム
■　リオン
■　理研計器

【公的機関】
■　ISA100 Wireless Compliance  

Institute 
　☆Industrial Automation forum （IAF）
■☆大阪大学産業科学研究所
■　関西サポインビジネス推進ネットワーク 

（近畿経済産業局 地域経済部 産業技術課）
■　関西ものづくりIoT推進連絡会議（PIIK）

アイ・エス・ビー
アイテック阪急阪神
ITbookテクノロジー
FM.Bee
加美電子工業
コスモス・コーポレイション
ステップワン
ソフトム
東洋レーベル
フォーラムエイト
プロポーザル

ユークエスト
Rubyビジネス推進協議会
ローデ・シュワルツ・ジャパン

■　KEC関西電子工業振興センター
■　芝浦工業大学リサイクルデザイン研究室

（田邉研）／科学技術振興機構（JST）
　☆日本電気制御機器工業会
■　日本電気計器検定所　関西支社
■　日本フィールドコムグループ
　☆PLCopen Japan
■　4Dセンサー／科学技術振興機構（JST）
■☆令和2年度地域企業イノベーション支援事業

（関西地域の先導的ロボット導入促進拠点
連携によるロボットSIer育成事業）

【JEMIMA委員会】
　☆IEC/TC65国内委員会
■　環境計測委員会
　☆機能安全調査研究WG
　☆校正事業委員会
　☆産業計測器・システム委員会
■　製品安全・EMC委員会
　☆先端技術調査委員会
　☆電子測定器委員会

■本展示会は来場者バッジにバーコードを採用しています
出展ブースやセミナー会場等でお客様が提示された入場証のバーコードを読み取った場合には、展示会来場にあたり登録いただいた情報を、当該出展者・セミナー協賛者（講演・提供企業）
に第三者提供いたします。
一般社団法人日本電気計測器工業会　プライバシーポリシーをお読みいただき、内容にご同意の上、参加登録をお済ませください。

■写真撮影について
展示会場内では許可のない写真撮影やビデオ撮影を禁止します。主催者は終了報告書や展示会ウエブサイト、SNS、次回出展募集案内に限定し、顔写真を含む会場風景写真を使わせていた
だく場合があります。予めご了承ください。

■新型コロナウイルス対応について
本イベントまたは同時開催のイベント等で感染者が発生した場合、感染症法に従って、都道府県もしくは市区町村、保健所・保健センターと連携での対応が必要となります。保健所・保健
センターから皆様への連絡等のため、取得した情報（氏名、住所、連絡先等）について、保健所・保健センターにお伝えする場合がありますので、予めご了承ください。

今回の展示会をどちらで知りましたか？（※複数回答可）
□公式ウェブサイト 
□主催者からのメール 
□主催者からのDM（郵便）

□出展者からのDM（郵便）
□取引先や各団体からの案内
□日経BPからのメール

□Facebook等のSNS 
□上司や同僚からの勧め
□検索エンジン

□その他

役職

職種

□経営者/役員クラス　□部長クラス　□課長クラス　□係長/主任クラス　□一般社員/職員　□その他

□研究・開発・設計　　　　□生産技術・製造　　　　　□資材・購買・品質管理・検査 
□保守・保全　　　　　　　□営業・販売・マーケティング・企画　　　　　□経営・管理・人事 
□情報システム・SE　　　　□官公庁・団体　　　　　　□学生・その他

業種

年齢

□100名以下
□1,000名～4,999名　　

□101名～499名
□5,000名～9,999名　　

□500名～999名
□10,000名以上

□10歳代　　　□20歳代　　　□30歳代　　　□40歳代　　　□50歳代　　　□60歳代以上

　電機・電子製造業（□電気・電子　　□その他）
　機械製造業（□機械・工具　　□精密機械　　□自動車・部品　　□その他輸送用機器　　□その他）
　製造業（□鉄鋼・金属　　□プラスチック　　□繊維・衣料　　□化学　　□食品・飲料　　□その他）
　非製造業（□エネルギー　　□印刷・出版　　□建設・土木　　□流通・サービス　
　　　　　　□情報・通信　　□商社　　□金融・保険　　□その他）
　官公庁・団体・学校（□官公庁・教育機関　　□団体・その他）
　報道関係（□報道　　□その他）
□その他

https://jemima.osaka/

開催日 時間
1009会議室 1004・1005会議室 1006・1007会議室 1008会議室 1003会議室

テーマセッション 出展者セミナー
JEMIMA 委員会セミナー 出展者セミナー 出展者セミナー

ビジネスマッチング 基調講演・特別講演

10月21日 
（水）

10:00

10:30

11:00
11：00〜12：00

基調講演
■�関西経済の未来に向けて〜第四次産業
革命とウィズコロナ時代の中で〜

経済産業省 近畿経済産業局 ⽶村 猛 ⽒
11:30

11：30〜12：30
JEMIMA 委員会セミナー
■�実用化が進む産業用 IoTを支
えるセキュリティと無線計装

産業計測機器・システム委員会
12:00

12：00〜12：40
出展者セミナー

■ CASE 世代のモビリティ開
発に向けたHORIBAの取り組み
堀場製作所

12：20〜12：40
出展者セミナー

■�検査工程の大幅な効率化を実現！�
図面から検査表作成システム

アンドール
12:30

12：40〜13：40
JEMIMA 委員会セミナー
■�実践！機能安全規格によ
る安全計装システム導入

産業計測機器・システム委員会 機能安全調査研究 WG

12：30〜16：30
特別講演

▶⾃動⾞技術会 関⻄⽀部 特別協賛講演 ▶

■自動車に求められる新たな価値
⾃動⾞技術会 関⻄⽀部 ⽀部⻑（三菱⾃動⾞工業）
神徳 浩久 氏

同志社大学
千田 二郎 氏

三菱電機
園江 洋 氏

三菱自動車工業
山下 寛康 氏

岡山大学
河原 伸幸 氏 

13:00

13：00〜16：30

テーマセッション
■�ロボット導入を支える
ロボットSIer の取り
組みとロボット導入
支援

経済産業省 近畿経済産業局 
植⽥ 将⽃ ⽒

i-RooBO Network Forum
坂本 俊雄 氏

HCI/ 日本ロボット工業会
奥山 剛旭 氏

13：00〜13：40
出展者セミナー

■ �PLC の国際標準プロ
グラミングの最新動向

PLCopen Japan
13:30

14:00
14：00〜14：40
出展者セミナー

■ �IoT を補完する、人の作業のデジタ
ル化－現場で作る作業記録サービス

アズビル
14:30

15:00
15：00〜15：40
出展者セミナー

■「�スマート工場」化を簡単に実現するマル
チファンクションゲートウェイの事例紹介

アズビル
15:30

16:00
16：00〜17：00
出展者セミナー

■�デジタル化導入の第一歩「5ZERO 
マニュファクチャリング」

日本電気制御機器工業会

16：00〜17：00
ビジネスマッチング

商談室
16:30

開催日 時間
1009会議室 1004・1005会議室 1006・1007会議室 1008会議室 1003会議室

特別講演
テーマセッション

出展者セミナー
JEMIMA 委員会セミナー

出展者セミナー
JEMIMA 委員会セミナー

出展者セミナー
ビジネスマッチング

基調講演・特別講演
スポンサードセッション

10月22日 
（木）

10:00

10:30
10：30〜11：30

基調講演
■「5G元年～新たな日常、
　Society5.0と ICT」（仮）
総務省 近畿総合通信局 髙野 潔 ⽒

11:00 11：00〜13：30
特別講演

■�製造現場のデジタライ
ゼーションを加速する
計測と制御の将来展望

計測・制御を利用するユーザー（予定）
IEC/TC65 国内委員会（予定）
産業計測機器・システム委員会（予定）
IoTイノベーション推進委員会（予定）

（ユーザー業界に知見のある）大学の
先生（予定）

11：00〜12：00
JEMIMA 委員会セミナー
■�サスティナビリティに貢献す
る測定器と選択のポイント

電子測定器委員会
11:30

11：30〜12：30
JEMIMA 委員会セミナー
■�広がる校正サービス2020　車
を支える計測器メーカのJCSS

校正事業委員会
12:00 12：00〜13：30

特別講演
■�中国の計測機器の IoT/Big Dataと
　AI の発展について
漢偉科技集団股份 李 志剛 氏
河北先河環保科技股份 崔 厚欣 氏

12:30

13:00

13:30

14:00
14：00〜14：40
出展者セミナー

■�ものづくりに貢献 現場で使える
AI－異常予兆検知システム－

アズビル

13：50〜14：50
スポンサードセッション

■ Huawei の Edge-AI+IoT ソリューション
華為技術日本（ファーウェイジャパン）
秋元 一泰 氏

14:30
14：30〜15：30

特別講演
■�サイバーセキュリティの
最前線と人材育成ニーズ

情報通信研究機構 金濱 信裕 氏
15:00

15：00〜17：00
JEMIMA 委員会セミナー
■�スマートマニュファク
チャリングを支える
基礎技術の最新動向

IEC/TC65国内委員会

15：00〜15：40
出展者セミナー

■�社会実装が進む“計測・
制御 ”へのAI 活用

アズビル

15：00〜16：00
スポンサードセッション

■�加速するDigital Twin、システム実装
を視野に入れた予知保全

MathWorks Japan 王 暁星 氏
15:30

16:00
16：00〜17：00

テーマセッション
■ �AI 時代における新しい社会
システムとデータ政策

総務省 情報通信政策研究所 尾川 豊 ⽒

16：00〜17：00
ビジネスマッチング

商談室
16:30

●講演時間、講演者、講演内容などは都合により予告なく変更する場合があります。●満席の場合、事前受講申込および当日申込受付を終了する場合があります。●空席がある場合は当日の受講が可能ですので、会場に直接お越しください。満席の場合は入場できない場合があります。

開催日 時間
1009会議室 1004・1005会議室 1006・1007会議室 1008会議室 1003会議室

テーマセッション
スポンサードセッション

出展者セミナー
JEMIMA 委員会セミナー 出展者セミナー 出展者セミナー 

ビジネスマッチング
基調講演

テーマセッション

10月23日 
（金）

10:00

10:30
10：30〜11：30
JEMIMA 委員会セミナー
■�⾮破壊検査に⾰新をもたらす
画像再構成理論と計測技術

先端技術調査委員会

10：30〜11：30
基調講演

■ 2025 年大阪・関西万博の
　成功とSDGs
2025 年日本国際博覧会協会 森 清 氏

11:00
11：00〜12：00� ※招待制

スポンサードセッション
■ �YOKOGAWAの業種エキスパートが語る

「ニューノーマル時代への対応は万全ですか？」
横河ソリューションサービス 山下 俊也 氏、神崎 淳二 氏

11：00〜11：40
出展者セミナー

■�生産現場で活躍する高精度オン
ライン非接触温度計の事例紹介

堀場製作所

11：20〜11：40
出展者セミナー

■ �IoT を活⽤した製造⼯場の環
境監視や BCP 対策のご紹介

チノー
11:30

12:00 12：00〜14：00

テーマセッション
▶神⼾情報⼤学院⼤学 特別協賛企画 ▶

■SDGs for Africa 
　アフリカをサポートすることが、⽇本を救う。
FATIH, Ymran 氏（モロッコ出身）
神戸市市役所　Edris Hasen keder 氏（エチオピア出身）
神戸情報大学院大学　MOHAMED HESHAM FAWZY 
ABDELSHAFY 氏（エジプト出身）
神戸情報大学院大学　NSENDA LUKUMWENA 氏

（コンゴ民主共和国 出身）

12:30

13:00

13：00〜16：30

テーマセッション
■ �Industry-on-Campus ～
大阪大学産業科学研究所
から発信する新産業創成

大阪大学産業科学研究所
櫻井 保志 氏
谷口 正輝 氏
菅沼 克昭 氏
関谷 毅 氏
浅井 歩 氏
マシュー・ジェームズ・ホーランド 氏
近藤 健 氏
立松 健司 氏

13：00〜13：40
出展者セミナー

■�製造現場の IoT 化 /見える化を
推進するSMKL 指標について

Industrial Automation Forum（IAF）
13:30

14:00
14：00〜14：40
出展者セミナー

■�バルブ診断技術の最
新動向

アズビル
14:30

14：30〜16：30

テーマセッション
■ SDGs トークセッション
アズビル 佐々木 徹 氏
科学技術振興機構 平川 祥子 氏
2025 年日本国際博覧会協会 高橋 裕佳 氏
政策研究大学院大学 有本 建男氏

15:00
15：00〜15：40
出展者セミナー

■�アズビルの環境への
取り組み紹介

アズビル
15:30

16:00 16：00〜17：00
ビジネスマッチング

商談室
16:30


